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指定介護老人福祉施設事業運営規程[ニューバード] 

 

（事業の目的） 

第１条 社会福祉法人 近代老人福祉協会が設置運営する介護老人福祉施設 ニューバード（以下、

「事業所」という。）が行う指定介護老人福祉施設事業（以下、「事業」という。）の適正な運営

を確保するために、人員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の生活相談員・看護師・ケ

アワーカー等（以下、「職員等」という。）が要介護状態にある高齢者（以下、「要介護者」とい

う。）に対し、適正な指定介護老人福祉施設サービス（以下、｢施設サービス」という。）を提供

することを目的とする。 

 

（運営方針） 

第２条 事業所の職員等は、施設サービス計画に基づき、可能な限り、居宅における生活への復

帰を念頭に置いて、入浴、排泄、食事等の介護、相談及び援助、社会生活上の便宜の供与、そ

の他日常生活上の世話、機能訓練、健康管理、及び療養上の世話を行うことにより、要介護者

がその有する能力に応じた日常生活を営むことが出来るようにすることを目指すものとする。

又、要介護者またはその家族等の意思及び人格を尊重し、常にその者の立場に立って施設サー

ビスを提供するように努めなければならない。 

２ 事業所の職員等は、ユニットごとに入居者の日常生活が営まれ、これに対する支援が行われ

る部分（以下、「ユニット部分」という。）にあっては、入居前に居宅における生活と入居後の

生活が連続したものになるよう配慮しながら、各ユニットにおいて入居者が相互に社会的関係

を築き、自立的な日常生活を営むことが出来るよう支援する。 

３ 事業所の職員等は、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家族との結び付きを重視した運営

を行い、市区町村、居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施設、その他の

保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との密接な連携に努めるものとする。 

 

（事業所の名称等） 

第３条 名称及び所在地は次のとおりとする。 

（１）名   称  指定介護老人福祉施設 ニューバード 

（２）所  在  地  横浜市港北区新羽町２５３０－４  

（３）定   員  １００名 

（４）ユニット数  １０ユニット  各ユニット定員１０名 

 

（職員の職種、員数及び職務内容） 

第４条 事業所に勤務する職員の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。 

（１）管理者（施設長）  1 人 

管理者(施設長)は、事業所の職員等及び業務の管理を一元的に行う。 

（２）生活相談員     1 人以上 

生活相談員は、入居者の入退所業務を行うと共に入居者及びその家族等の相談業務並びに

保健医療福祉サービスの提供機関との相談調整業務を行う。 

（３）介護支援専門員   1 人以上 

介護支援専門員は、施設サービス計画の作成を行う。 

（４）機能訓練指導員   1 人以上 

機能訓練指導員は、入居者の機能訓練に当たる。 

（５）医師        1 人（非常勤） 

医師は、入居者の健康管理に当たる。 

（６）看護職員      3 以上（常勤換算） 

看護職員は、医師と密接な連携を取り、服薬管理等の健康管理に当たる。 

（７）ケアワーカー    31 以上（常勤換算） 

ケアワーカーは、施設サービスの介護等の提供に当たる。 

（８）管理栄養士     1 人以上 
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管理栄養士は、食事の提供に当り、バランスの良い栄養価を考慮した献立の作成、調理の

指導、及び栄養ケア計画の作成に当たる。 

２ 前項に定めるもののほか、施設の運営上必要な職員を配置するものとする。 

 

 

（施設サービスの内容及び利用料等） 

第５条 施設サービスの内容は次のとおりとする。 

（１）居室の提供 

（２）食事・入浴・排泄等の介護 

（３）相談及び援助 

（４）生活上の便宜の供与 

（５）日常生活上の世話 

（６）機能訓練 

（７）健康管理 

（８）療養上の世話 

２ 施設サービスを提供した場合の利用料の額は、介護保険法の定める施設サービス費によるも

のとし、当該サービスが法定代理受領サービスであるときは、各入居者の負担割合に応じた額

とする。尚、詳細は別表１の料金表のとおりとする。 

３ 入居者の居住に要する費用については、必要となる費用（以下「居住費」という。）の額の支

払いを受けることができる。尚、その居住費の額は別表２に定めるものとする。 

４ 入居者の食事及び栄養管理については、個別の栄養ケア計画に基づき、その食事、摂食、嚥

下機能に応じた食形態等、低栄養状態の予防・改善に努めるとともに、入居者の嗜好等に配慮

した食事を提供するものとし、その費用については、別表３に定める額の支払いを受けること

ができるものとする。 

５ 前各項に掲げるもののほか、次の各号に掲げる施設サービスにおいて提供される便宜のうち、

日常生活においても通常必要となるものに係る費用であって、その入居者に負担させることが

適当と認められるものについても支払いを受けることができる。尚、次の各号に掲げるサービ

スについては、入居者の希望のあった場合に提供するものとし、その費用の額は別表４により

定めるものとする。 

（１）預り金等の管理 

（２）おやつ（嗜好飲料含む） 

（３）ヨーグルト（嗜好飲料含む） 

（４）理美容 

（５）教養娯楽の提供 

（６）レクリエーション（手芸等） 

（７）おやつ作り等 

（８）行事食 

（９）コピーサービス 

（10）個人用テレビ等電気機器の持込 

（11）ドライクリーニング 

（12）特別室費 

６ 前各項の費用の額に係るサービスの提供に当たっては、あらかじめ、入居者又は家族に対し、

当該サービスの内容及び費用について説明を行い、入居者の同意を得るものとする。 

 

（施設利用にあたっての留意事項） 

第６条 施設サービスを利用する者は、次に掲げることに留意し、相互の親睦と融和に努めなけ

ればならない。 

（１）施設サービスは、施設サービス計画に基づいて供与されるものである。 

（２）館禁煙とする。 

（３）他の入居者及び職員等に対し、秩序を乱す言動を行わないこと。 
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（４）外出・外泊は家族の付き添い又は職員等が付き添うこととし、一人での外出・外泊はし

ないこと。 

（５）共用のテレビ等については、入居者同士の話合いで使用すること。 

（６）衣類等には、必ず氏名を記入する。 

 

（緊急時における対応方法） 

第７条 事業所は、施設サービスを実施中に、入居者の病状に急変、その他緊急事態が生じたと

きは、速やかに嘱託医師又は主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者（施設長）

に報告し、身元保証人に連絡・報告する。 

   

（非常災害対策） 

第８条 事業所は、非常災害に関する具体的計画を策定するとともに、非常災害に備えるため、

入居者に対して定期的（年２回以上）に避難、救出その他必要な訓練を行う。 

２ 事業者は、入居者が火災等の災害により緊急避難が必要とする事態が生じたときは、入居者

に対して必要な措置を講じる。 

 

（サービス提供記録の保存） 

第９条 施設サービスを提供した際には、その提供日及び内容、その他必要な記録を所定の書面

等に記載し保存する。保存期間は、その完結の日から 5年間とする。 

 

（個人情報の保護および守秘義務について） 

第１０条 事業者は個人情報の取り扱いに関し個人情報保護法に関する法令、ガイドライン等規

範を遵守する。また、職員は業務上知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又は不

当な目的に利用してはならない。この項については、就業中に限らず退職後にあっても同様で

ある。 

 

（損害賠償） 

第１１条 入居者に対する施設サービスの提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害

賠償を速やかに行う。 

 

（入退所） 

第１２条 事業所は、身体上または精神上著しい障害があるために常時の介護を必要とし、かつ、

居宅において介護を受けることが困難なものに対し、施設サービスを提供するものとする。 

２ 事業所は、正当な理由なく施設サービスを拒んではならないものとする。 

３ 事業所は、介護の必要の程度及び家族等の状況を勘案し、施設サービスを受ける必要性が高

いと認められる入居申込者を優先的に入居させるよう努めるものとする。また、入退所の判定

にあたっては、「特別養護老人ホーム ニューバード入退所検討委員会基準」に基づき、入退所

における透明性・公平性を確保し、かつ介護保険制度の趣旨に即した施設サービスの円滑な実

施に努めるものとする。 

４ 事業所は、入居者の心身の状況、その置かれている環境等に照らし、居宅において日常生活

を営むことができるかどうかについて定期的に検討しなければならない。 

 

（苦情処理） 

第１３条 事業所はこの事業の実施に当り、入居者からの苦情に迅速かつ適切に対応する為相談

窓口の設置、その他必要な措置を講ずるものとする。 

２ 事業者は、市区町村及び国民健康保険団体連合会が行う照会等に応じ、入居者からの苦情に

関し保険者及び国民健康保険団体連合会から指導又は助言を受けた場合は、必要な改善を行う

ものとする。 

 

（身体拘束等） 
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第１４条 事業所の職員等は、入居者に対する施設サービスの提供に当たっては、当該入居者又

は他の入居者等の生命又は身体を保護するためやむを得ない場合を除き、身体的拘束その他入

居者の行動を制限する行為（以下「身体拘束等」という。）を行ってはならないものとする。拘

束を行う場合は別途定める基準に従うものとする。 

 

（虐待防止） 

第１５条 事業所の職員等は、入居者の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を

行うとともに、従業者に対し、研修を実施する等の措置を講じるものとする。 

 

（看取り介護） 

第１６条 入居者が医師より「回復困難」と診断された時に、医療機関ではなく当施設での終末

期ケアを希望される場合には、当施設の「看取り介護に関する指針」に従って介護支援を行う

ものとする。 

 

（職員研修） 

第１７条 サービスの質を維持し、常に向上を図るため、事業所は研修の機会を次のとおり設け

るものとし、業務体制を整備する。 

（１）定期的な職務研修 

（２）外部講習会への参加 

（３）採用時研修 

 

（その他） 

第１８条 この規程に定めのない事項については、介護保険法その他関連法令により、施設長が

決定する。 

 

付則 

この規程は、平成 19 年 5月 1 日から施行する。 

改定 平成 20年 11月 1日から施行する。 

改定 平成 21年 1月 1日から施行する。 

改定 平成 21年 4月 1日から施行する。 

改定 平成 22年 10月 1日から施行する。 

改定 平成 23年 1月 1日から施行する。 

改定 平成 24年 4月 1日から施行する。 

改定 平成 24年 8月 1日から施行する。 

改定 平成 25年 3月 1日から施行する。 

改定 平成 25年 5月 1日から施行する。 

改定 平成 26年 4月 1日から施行する。 

改定 平成 28年 4月 1日から施行する。 

改定 平成 30年 4月 1日から施行する。 

改定 平成 30年 8月 1日から施行する。 

改定 平成 31年 4月 1日から施行する。 

改定 令和元年 10月 1日から施行する。 

改定 令和 3年 4月 1日から施行する。 

改定 令和 3年 8月 1日から施行する。 

改定 令和 4年 10月 1日から施行する。 

改定 令和 6年 4月 1日から施行する。 

改定 令和 6年 8月 1日から施行する。 

改定 令和 8年 6月 1日から施行する。 
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（別表 1） 

１．運営規程第５条第２項に規定する料金 

（１）基本利用料金 

単位：円 

                                       要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 

サービス利用料金 ７，１８２円 ７，９３２円 ８，７３６円 ９，４９７円 １０，２３７円 

介護保険から 

給付される金額 

(1 割)６，４６３円 

(2 割)５，７４５円 

(3 割)５，０２７円 

(1 割)７，１３８円 

(2 割)６，３４５円 

(3 割)５，５５２円 

(1 割)７，８６２円 

(2 割)６，９８８円 

(3 割)６，１１５円 

(1 割)８，５４７円 

(2 割)７，５９７円 

(3 割)６，６４７円 

(1 割)９，２１３円 

(2 割)８，１８９円 

(3 割)７，１６５円 

サービス利用料金 

自己負担額 (1) 

(1 割)  ７１９円 

(2 割)１，４３７円 

(3 割)２，１５５円 

(1 割)  ７９４円 

(2 割)１，５８７円 

(3 割)２，３８０円 

(1 割)  ８７４円 

(2 割)１，７４８円 

(3 割)２，６２１円 

(1 割)  ９５０円 

(2 割)１，９００円 

(3 割)２，８５０円 

(1 割)１，０２４円 

(2 割)２，０４８円 

(3 割)３，０７２円 

食費（2） １，７２０円 

居住費(3) ３，３００円 

自己負担額合計 

(1)+(2)+(3)=(4) 

(1 割)５,７３９円 

(2 割)６,４５７円 

(3 割)７,１７５円 

(1 割)５,８１４円 

(2 割)６,６０７円 

(3 割)７,４００円 

(1 割)５,８９４円 

(2 割)６,７６８円 

(3 割)７,６４１円 

(1 割)５,９７０円 

(2 割)６,９２０円 

(3 割)７,８７０円 

(1 割)６,０４４円 

(2 割)７,０６８円 

(3 割)８,０９２円 

 

（２）加算費用 

単位：円 

 
加 算 項 目 料 金 加算単位 算

定 

加
算
費
用 

 

１．精神科医療療養指導加算 (1 割)６円 (2 割)１１円 (3 割)１６円 ５単位 ○ 

２．再入所時栄養連携加算 
(1 割)４２９ 円 (2 割)８５８円  

(3 割)１,２８７円 
４００単位/回  

３．療養食加算 (1 割) ７円  (2 割) １３円 (3 割)２０円 ６単位/食  

４．経口移行加算 (1 割)３０円 (2 割)６０円 (3 割)９０円 ２８単位  

５．経口維持加算Ⅰ 
(1 割)４２９円/月 (2 割)８５８円/月  

(3 割)１,２８７円/月 
４００単位/月  

６．経口維持加算Ⅱ 
(1 割)１０８円/月 (2 割)２１５円/月 

(3 割)３２２/月 
１００単位/月  

７．日常生活継続支援加算 (1 割)５０円 (2 割)９９円 (3 割)１４８円 ４６単位 ○ 

８．口腔衛生管理加算 
(1 割)９７円/月  (2 割)１９３円/月 

(3 割)２９０円/月 
９０単位/月  

９．看護体制加算（Ⅰ） (1 割)５円 (2 割)９円 (3 割)１３円 ４単位 ○ 

１０．看護体制加算（Ⅱ） (1 割)９円 (2 割)１７円 (3 割)２６円 ８単位 ○ 

１１．夜勤職員配置加算（Ⅱ）ロ (1 割)２０円 (2 割)３９円 (3 割)５８円 １８単位 ○ 

１２．夜勤職員配置加算（Ⅳ）ロ (1 割)２３円 (2 割)４５円 (3 割)６８円 ２１単位  

１３．初期加算 (1 割)３３円 (2 割)６５円 (3 割)９７円 ３０単位  
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１４．安全対策体制加算 (1 割)２２円 (2 割)４３円 (3 割)６５円 ２０単位/回 ○ 

１５．入院・外泊時費用 
(1 割)２６４円  (2 割)５２８円 

(3 割)７９２円 
２４６単位  

１６．外泊時ｻｰﾋﾞｽ提供加算 
(1 割)６０１円  (2 割)１,２０１ 円  

(3 割)１,８０１円 
５６０単位  

１７．個別機能訓練加算 (1 割)１３円 (2 割)２６円 (3 割)３９円  １２単位  

１８．生活機能向上連携加算 

（上記の加算算定の場合） 

(1 割)１０８円  (2 割)２１５円 

(3 割)３２２円 
１００単位/月  

１９．生活機能向上連携加算 
(1 割)２１５円 (2 割)４２９円 

(3 割)６４４円 
２００単位/月  

２０.配置医師緊急時対応加算 

(1 割)６９７ 円 (2 割)１,３９４ 円 

(3 割)２,０９１円 

早朝・深夜 

６５０単位 
 

(1 割)１,３９４円 (2 割)２,７８８ 円 

(3 割)４,１８１円 

深夜 

１３００単位  

 
２１．看取り介護加算Ⅰ 死亡日 

(1 割)１,３７３円 (2 割) ２,７４５円 

(3 割)４,１１７円 
１２８０単位 

２死亡日の前日又は前々日 
(1 割)７２９円 (2 割) １,４５８円 

(3 割)２,１８７円 
６８０単位  

３死亡日以前４日～30 日前 
(1 割)１５５円 (2 割)３０９円 

(3 割)４６３円 
１４４単位  

４死亡日以前45日～31日前 
(1 割)７８円 (2 割)１５５円 

(3 割)２３２円 
７２単位  

２２．看取り介護加算Ⅱ 死亡日 
(1 割)１６９４円 (2 割)３,３８８ 円 

(3 割)５,０８２円 
１５８０単位  

２死亡日の前日又は前々日 
(1 割)８３７円 (2 割) １,６７３円 

(3 割)２,５０９円 
７８０単位  

３死亡日以前４日～30 日前 
(1 割)１５５円 (2 割)３０９ 円 

(3 割)４６３円 
１４４単位  

４死亡日以前45日～31日前 
(1 割)７８円 (2 割)１５５円 

(3 割)２３２円 
７２単位  

２３．生産性向上推進体制加算Ⅱ (1 割)１１円 (2 割)２２円 (3 割)３３円 １０単位/月 ○ 

２４．在宅復帰支援機能加算 (1 割)１１円 (2 割)２２円 (3 割)３３円 １０単位  

２５．退所前訪問相談援助加算 
(1 割)４９４円 (2 割)９８７円  

(3 割)１,４８０円 
４６０単位  

２６．退所後訪問相談援助加算 
(1 割)４９４円 (2 割)９８７円  

(3 割)１,４８０円 
４６０単位  

２７．退所時相談援助加算 
(1 割)４２９円 (2 割)８５８円 

(3 割)１,２８７円 
４００単位  

２８．退所前連携加算 
(1 割)５３６円 (2 割)１,０７２円 

(3 割)１,６０８円 
５００単位  

２９．在宅入所相互利用加算 (1 割)４３円 (2 割)８６円 (3 割)１２９円 ４０単位  

３０．認知症行動・心理症状緊急

対応加算 

(1 割)２１５円 (2 割)４２９円 

(3 割)６４４円 
２００単位  

３１．若年性認知症入所者受入加

算 

(1 割)１２９円 (2 割)２５８円  

(3 割)３８６円 
１２０単位  

３２．介護職員処遇改善加算（Ⅰ）

ロ 
サービス利用料自己負担額と上記費用の合計額の 17.6％相当額 ○ 
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（別表 ２） 

運営規程第５条第３項に規定する料金 

  単位：円 

項 目 金 額 摘 要 

居住費（1日あたり） ３，３００ ユニット型個室 

 

 

（別表 ３） 

運営規程第５条第４項に規定する料金 

  単位：円 

項 目 金 額 摘 要 

食 費 

４４０  朝食 

６７０  昼食 

６１０  夕食 

計（１日あたり） １,７２０   

 

※負担限度額認定を受けている場合は、認定証に記載している負担限度額とする。                        

1 日あたり                                 単位：円 

対 象 者 区分 居住費 食費 

生活保護受給者 利用者負担 

段階 1 
８８０ ３００ 

市町村民税

非課税世帯 

老齢福祉年金受給者 

合計所得金額と公的年金等収入額の合計

が 80万円以下 

利用者負担 

段階 2 
８８０ ３９０ 

合計所得金額と公的年金等収入額の合計

が 80万円超 120 万円以下 

利用者負担 

段階 3-① 
１，３７０ ６５０ 

合計所得金額と公的年金等収入額の合計

が 120 万円超 

利用者負担 

段階 3-② 
１，３７０ １，３６０ 

上記以外の方 
利用者負担 

段階４ 
３，３００ １，７２０ 

 

 

（別表 ４） 

運営規程第５条第 5項に規定する料金（介護保険対象外サービス） 

   単位：円 

項 目 金 額  摘 要 

預り金管理費 ２,０００  1 ヶ月 

理美容代 実費   

おやつとヨーグルト（嗜好飲料含む） ２６０  １日（入居者の希望による） 
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おやつ（嗜好飲料含む） ２１０  １日（入居者の希望による） 

ヨーグルト（嗜好飲料含む） １０５  １日（入居者の希望による） 

教養娯楽・レクリエーション費 

（材料代） 
実費  手芸等を行った場合 

食材料費 実費  おやつ作りの材料代（月 1～２回） 

行事費 実費  （入居者の希望による） 

コピー代 １０  1 枚 

テレビ等電気機器持込料（電気代）   別表５参照 

ドライクリーニング 実費   

特別室費 ５５０  

1 日 （該当室は別表６参照） 

平成 21 年 1 月 1 日以降に入居 

された方のみ対象 

 

 

（別表 ５） 

電気機器持込料（電気代） 

単位：円                          

 

 

（別表６） 

特別室費 

対象室 明細 

２階 ３階 ４階 

２０１、２０２、２０３ 

２０５、２０６、２０７ 

 ３０１、３０２、３０３ 

３０５、３０６、３０７ 

３０８、３１０、３１１ 

３１３、３１６、３１７ 

３１８、３３１、３３２ 

３３３、３３５、３３６ 

３３７、３３８、３４０ 

３４１、３４２ 

４０１、４０２、４０３、 

４０５、４０６、４０７ 

４０８、４１０、４１１ 

４１２、４１３、４１５ 

４１６、４１７、４１８ 

４２０、４２１、４２２ 

４２３、４２８、４３０ 

４３１、４３２、４３３ 

４３５、４３６、４３７ 

４３８、４４０、４４１ 

４４２ 

（別記） 

特別室設定の根拠 

項  目 月 額 項  目 月 額 

テレビ・CD ラジオ・パソコン １００ 空気清浄機 ２００ 

DVD ビデオレコーダー １００ 電気毛布 ４００ 

多機能端末機器（充電器） １００ 電気カーペット ４００ 

加湿器 ４００ アンカ ２００ 
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１．眺望、日当り良好の室 

２．床面積の広い室 


